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１．和太⿎の演奏  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         写真１  篠笛に合わせて横置きの⻑胴太⿎（宮太⿎）を敲く 
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２．和太⿎との出会い、活動内容 
 
平成 11 年（1999 年 12 ⽉） 

⼤晦⽇イベント「２１世紀京都幕開け記念事業京都２１」に参加。 
「五⼭送り⽕」、「鞍⾺⽕祭り」、等の⾏事と共に市役所前広場で市⺠ 300 名 
の「⽕祭り打炎隊」が「京都太⿎センター：祭衆」と共演。太⿎演奏「⽕祭り」 
やトランペット奏者「⽇野皓正」との共演で２１世紀を迎えた。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

写真２ 初舞台 京都「⽕祭り打炎隊」 
 
平成 16 年（2004 年 6 ⽉） 

    早川流やぐら太⿎（⿓桜流やぐら太⿎の前⾝）尾張道場に⼊⾨。 
  チーム名：我楽⿎ 
 
平成 17 年（2005 年 5 ⽉） 

    「愛・地球博」愛知県館での和太⿎演奏 
 

平成 22 年（2010 年 5 ⽉） 
    「中国上海万博」での和太⿎演奏 

「中国杭州太⿎団体」との演奏交換会 
 

その他、 
    ①2005 年以降、毎年開催される⽇進市の「芸能⼤会」、「⽂化祭」に出演 

                    
②地域の盆踊り、諸施設、各種イベントに出演 
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３．和太⿎の特⾊  

①打楽器  ・⼿で敲くもの    ＝⿎（つつみ） 
         ・撥（バチ）で敲くもの＝太⿎ 

②リズム   有（テンポ、緩急、間、） 
③⾳の強弱  有 
④⾳程   ・無、 

・但し、太⿎の種類、⼤きさ、個別、に⾳の⾼低、⾳⾊が異なる 

⑤⾳響    ⼤きなエネルギーが有り、⾳が遠⽅まで良く伝わり、残響も残る 

⑥⾳⾊   ・胎児の時、胎内で初めて聞く⺟親の⼼拍⾳は太⿎の響きと良く 
似ているので太⿎の連続⾳を聴くと、懐かしく⺟親に抱かれて 
いるような親近感、安⼼感を抱く。 

・太⿎の⿎動が⼈間の⼼臓の動きをシンクロさせる事によって、 
太⿎の⾳は⼈を⿎舞する働きがある。 

 
⑦太⿎練習  ⾳が⼤きく、遠くまで響くので⼀般家庭での練習は難しい 

⑧演奏準備  重量物である太⿎の運搬、移動、据え付け、保管は⼤変 

⑨演奏    ⽇本古来からの伝統芸能であり、演奏者の⾐装（仮⾯、 
はち巻き、褌、腹掛け、法被、着物、帯、⾜袋、等）や演奏の 
パフォーマンスも⼤きなウェイトを持っている。 

４．和太⿎の種類と特徴、その他の楽器（鳴り物）  
①５尺⼤太⿎ ・・・ソロ演奏、クレーン⾞での運搬が必要 

②３尺⼤太⿎ ・・・ソロ演奏、⼜は２⼈の奏者が両⾯から向き合う 

③⻑胴太⿎（宮太⿎） ・最も⼀般的な和太⿎、くり抜き胴 
              ・正⾯打ち、横打ち、斜め打ち、がある 

   ④桶太⿎（⼤太⿎、桶太⿎、担ぎ太⿎） 
   
・桶を作る要領で 軽い⽊の板を 

    張り合わせて、紐で⽪を張る。 
    
   ・軽く、安価なので⼤型のものもある 

   ・⼩型のものは⼈が肩から担ぎ、移動 
しながら敲く。軽快、且つノリの 

    ある⾳⾊をだす。 
 
⑤締め太⿎ 

  
   ・くり抜き胴で⽪を胴に直接張ら 
    ないで紐やボルトで締め付ける。 
                      写真３ 前⽅⻑胴太⿎と後⽅桶太⿎との合奏 

・ビートの効いた⾳⾊で演奏の全体を              左端は締め太⿎  
リードする。 
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⑥平太⿎・・・⽪⾯に対して胴の⻑さが短い 

        ⼝径の割合に重量が軽くて、⾼い⾳⾊を出す 
 

⑦団扇太⿎・・胴が無い。リング状の枠に⽪を張ったもので取⼿がついている 
 

⑧篠笛 ・・・⽵の横笛。 お囃⼦などに⽋かせない 
 

⑨その他の鳴り物 
   ・チャッパ（⻘銅製の⼩さなシンバル） ・銅鑼（どら）  ・鈴 
   ・当たり鉦(かね)＝チャンチキ     ・拍⼦⽊ 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真４ 左＝締太⿎ 右＝団扇太⿎     写真５ 左＝鈴   右上＝当たり鉦 
                         右下=チャッパ 
５．和太⿎、撥（バチ）の構造と材質 
 
①和太⿎ ・胴（⻑胴太⿎）＝ １本の欅（ナラ、カリン、セン、シオジ）を 

                  くり抜く 
          （桶太⿎） ＝ ヒノキ、サワラ、スギ、の縦板を寄せ集める 
  
     ・⽪ ＝ ⽜の⽪をなめしたものを使う（若雌、若雄、の背中の⽪） 
 
     ・鋲 ＝ ⻑胴太⿎では⽪を張って鋲で胴に繋ぎ留める 
 
     ・紐⼜はボルト ＝ 桶太⿎、締め太⿎に使う。 
               締め加減で微妙な⾳質調整が可能 
 
     ・鐶 ＝ 太⿎を吊る為の⾦属環。固定する時にも使う 
 

②撥（バチ） 
サイズ、形状、材質、は太⿎の種類、⼤きさによって使い分ける 
 

     ・⻑胴太⿎⽤の標準サイズ＝24φ×42cm〜22φ×45cｍ 
      
     ・形状＝ ストレート、  先細、  先太、 
 
     ・材質  堅い⽊    ＝太⿎の胴を痛める 
          脆い⽊    ＝折れる（ラワン） 
          ささくれる⽊ ＝⾯⽪を痛める 
          ヤニが出る⽊ ＝⾯⽪を痛める 
          適材     ＝樫、ヒノキ、ホウ、カエデ、⽵、 
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６．和太⿎の歴史と発展 
①情報伝達の⼿段、⼠気を⿎舞する⼿段、として 
 

・戦いの情報連絡や進軍、撤退（鉦）の合図。兵⼠の⼠気を⿎舞したり、 
相⼿を威嚇したりする。 

     
   ・時刻を知らせる・・・城、神社、仏閣、道後温泉（現在も） 
  
   ・客寄せ    ・・・芝居や相撲の 触れ太⿎、寄せ太⿎、跳ね太⿎ 
 
   ・学校運動会 
 

②儀式、呪術、神との交信、に使われた 
     太⿎の神秘的な⾳⾊が⼈の⼼に響く事から太⿎には神が宿るものとし、神に 

対する呪具として使われた。 
・⽇本神話・・・天の岩⼾の前では桶を伏せて敲き、賑やかに⾳を出した 
 

・神道  ・・・お神楽 ＝皇室や神宮、神社の神事 
⾥神楽 ＝神社祭礼における奉納芸能 
両者共に、笙、和琴、鈴、太⿎、等が使われた。 

 
・仏教・・宇治平等院鳳凰堂「雲中供養菩薩」「九品来迎図」=太⿎を使⽤ 

⽇蓮宗 ＝団扇（うちわ）太⿎を使⽤   
真⾔宗 ＝読経に太⿎を使⽤ 

 
    ・その他 ・・・念仏踊り＝桶太⿎を使⽤ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真６ 国宝「宇治平等院鳳凰堂の雲中供養菩薩」が太⿎を敲く。 
       ⼈が死ぬと、阿弥陀如来が雲に乗り、様々な楽器を奏でる 

多くの「雲中観⾳菩薩」を引き連れて極楽浄⼟から死者を 
迎えに来る。 (約１０００年前の⽊彫り彫刻）    
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③楽器として 
 

  ・⽥楽  ・・・豊作を祈る「⽥植祭の踊り」⇒⽥楽能⇒郷⼟芸能 
 
  ・雅楽  ・・・宮中、社寺に伝わる⽇本古来の⾳楽や舞に⼤陸から伝え 
          られた⾳楽や舞が融合し、１０世紀頃に完成した⽇本の 
          伝統芸能。 
 
          琵琶、横笛、筝、等と共に楽太⿎が敲かれる。 
 

楽太⿎＝彩⾊した平太⿎を装飾架台に吊り下げて敲く 
 
  ・能   ・・・締め太⿎、⼤⿎（おおかわ）、⼩⿎（こづつみ） 
 
  ・歌舞伎 ・・・出囃⼦ 

⻑唄と共に舞台の上で⼤⿎、⿎、笛、太⿎を演奏する 
 

・・・下座⾳楽 
下⼿の⿊簾の中で演奏する 
 
効果⾳として＝⾬の⾳、雪の⾳、幽霊の出現、等を 

表現する。 
 
  ・祭囃⼦ ・・・⽇本各地の祭りでいろいろな太⿎が篠笛や鉦と共に演奏 
          される。現在も地⽅毎にうまく伝承されている。 
 
       ・・・阿波踊りは踊が中⼼ではあるが、あの独特の「笛と鉦と 

太⿎」のリズムがあってこその阿波踊りである。 
           
 
  ・盆踊り ・・・念仏踊りがルーツ。 

 
・・・嘗ては三味線、尺⼋、太⿎、等の伴奏による⽣唄に 

合わせて踊るものであったが現在はカセットテープ等の 
普及により⽣演奏は無くなり、櫓には⾳頭取りとして 

             宮太⿎等が残っている。 
 
         ・・・「盆踊りの曲」に合わせて敲く威勢の良い「やぐら太⿎」 

のリズムが、各地の盆踊りを引き⽴てている。 
             
         ・・・郡上⼋幡の１カ⽉続く盆踊りでは、今でも伴奏はすべて 
            昔と同じ⽣演奏である。 
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７．新しい和太⿎時代の到来（近代和太⿎の誕⽣） 
①⼩⼝⼤⼋（元ドラマー） 
・1953 年（昭 28 年）御諏訪太⿎保存会を創⽴し、廃れていた 

御諏訪太⿎を復活させた。 
 
・「複式×複打法」を確⽴し⽇本の和太⿎の第⼀⼈者となる。 
 

   和太⿎は旧来、祭囃⼦や神楽などで必要不可⽋な楽器であったにも 
   拘わらず、他の楽器の添え物的存在としてリズムのみを刻むといった 

    ⼀段低い地位の楽器として⾒られていた。 
 

⼩⼝⼤⼋はこれを和太⿎が演奏の主役となる演奏スタイル＝「複式× 
複打法」による「オーケストラ形式の組太⿎」を考案した。この事に 
より和太⿎が初めて⼀つの⾳楽、芸術として認められるようになった。 

 
  ・1964 年東京オリンピック、1970 年⼤阪万博で和太⿎を演奏し 
    和太⿎ブームを引き起こした。 ジャズ等、他のジャンルとも共演。 

 
②⻤太⿎座（おんでこざ＝新潟県佐渡）が創⽴される（1969 年＝昭和 44 年） 

    ・和太⿎の舞台化 ⇒⾼度な太⿎演奏技術を持つプロ集団が誕⽣。      
・⾳を出す太⿎  ⇒⾒せる太⿎へ。                   
・パフォーマンス重視、多彩な道具⽴て、個性ある⾐装、褌姿等の⾁体美、  

 
③⿎童が⻤太⿎座から独⽴（1981 年＝昭和 56 年） 

   
④太⿎スターの登場・・・林英哲 

  ・テクニックと体⼒を要する⼤太⿎のソロ演奏と多種多様な太⿎群を 
⽤いた演奏法を創案。 

・伝統的な太⿎に現代的な⽣命を吹き込んだ全くオリジナルな太⿎演奏 
が始まった。 

・1984 年、和太⿎ソロリストとしてカーネギーホールにデビュウ。 
    

⑤早川流やぐら太⿎（現⿓桜流やぐら太⿎）の創⽴（1992 年＝平成４年） 
     
⑥1998 年（平成 10 年）⻑野オリンピック＝1,000 ⼈の和太⿎揃い打ち演奏 

 
⑦ 新たな可能性の模索、追求 
・共演   ・・・三味線、尺⼋、管弦楽器、ジャズ、オーケストラ 

 
 ・創作和太⿎・・・新曲の誕⽣、ソロ、組太⿎、他の分野との共演 
 

・⾒る⾳楽 ・・・パフォーマンス⇒アクション化⇒踊り要素の折り込み 
 
  ・プロ集団の海外演奏ブーム・・・各国で絶賛され⾮常に⾼い評価を得ている 
 

⑧複数⼈による「和太⿎アンサンブル（合奏、組太⿎）」の形態が主流であるが 
 ⼀⽅、「伝統芸能の継承、保存」も各地⽅で綿々と⾏われている。 
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８．和太⿎の演奏、敲き⽅ 
①太⿎の置き⽅による演奏の分類 

 ・据え置き型          ・昇⼭型（神輿タイプ） 
 ・抱え持ち型（担ぎ桶タイプ）  ・曳⼭型（⼭⾞タイプ） 
②太⿎を敲く姿勢・・・横打ち、  正⾯打ち、  斜め打ち 
③太⿎を敲く場所・・・⾯打ち、  胴打ち、   縁打ち 
④演奏者の⼈数・・・・ソロ演奏、 複式単打（揃い打ち）、 複式複打 
⑤伝承⽅法 

 ・⼈から⼈へと伝承。楽曲は主として「⼝伝え」 
  「⼝伝え」以外に⼀線譜が⽤いられる事もある。 
 

・右⼿で⾯を敲くときは「ドン（⼜はド、ト）」、左⼿で敲くときは「コン 
（⼜はコ）」で伝えられる。胴打ち、縁打ちの場合は右⼿が「カ」左⼿が 
「ラ」で伝えられ、各々その余韻で拍をとりメロデイとする。 

  
⑥太⿎の敲き⽅、演奏の仕⽅ 

 ・基本は左右の⼿が同じように使える事（強さ、速さ、） 
 
 ・曲を⼝歌と体で覚える（速いリズム、遅いリズム、⾳の強弱、緩急、間） 
 

・バチは腕⼒だけで振るのではなく、肘、⼿⾸、指、の使い⽅がポイント。 
 「アームショット」⇒「リストショット」⇒「フィンガーショット」 
 （テニスラケット、ゴルフクラブ、和太⿎バチ、の使い分け） 
 
・レベル向上に伴って、⾳楽センス、パフォーマンス能⼒、腕⼒、体⼒、 

も⼤切な要素になってくる＝ミュージシャン＋ダンサー＋スポーツマン。 
 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   写真 ７（据え置き型）× (斜め打ち) ×（⾯打ち、縁打ち）×（複式単打）   
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９．和太⿎演奏のポイント、魅⼒ 
      

① 太⿎の振動、⾳響、⼒強さ、等が肌⾝で感じられる事。 
 
②⼼地よい⾳⾊を出す。 

 
③強弱感、テンポ感、リズム感、抑揚感。 

 
④多くのテクニックとパフォーマンスを習得する。 

 
⑤太⿎の⾳やリズムで曲の内容を表現すると共に⾃分の個性、感性を主張する。 

 
⑥⾐装、パフォーマンスを含んだ演出が必要。 

 
⑦チーム演奏ならではの⾯⽩さ。 

 
⑧他楽器との共演。唄と踊りとの共演。 

 
⑨アドリブの妙。 

 
⑩舞台での緊張感と無⼼に敲く境地。エンターテイメントとして必要な笑顔。 

 
⑪ボランテイア活動への参加。 

                       
            

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

           写真８ ソーラン節を踊る                  
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１０．⿓桜流やぐら太⿎（旧早川流やぐら太⿎） 
①1992 年（平４年）「早川流やぐら太⿎」創⽴（豊⽥市松平町） 

 
② 地⽅に伝わる「盆太⿎」を基に「やぐら太⿎」を体系化する。 
 
③基本打法は「胴太⿎」の「横打ち」 

男性的、勇壮な打法に、⼥性的、華麗な打法を加え、幅広い分野での 
和太⿎演奏を可能にしている。 

 
④2008 年（平 20 年）「⿓桜流やぐら太⿎」が分離独⽴。幅広い展開を⽬指す。 
 
⑤員数＝約 120 名  道場数＝10 ヶ所 
 
⑥資格制度、検定制度 

  ・初級（１０級〜７級）・・・「習う」＝規定打法＋課題曲打ち 
 

・中級（６級〜４級）・・・・「学ぶ」＝規定打法＋課題曲打ち 
 
  ・上級（３級〜１級）・・「⾃⼰確⽴」＝地打ち＋課題曲打ち＋パフォーマンス 
                              
  ・初段〜９段    ・・・ パフォーマンス ３６⼿／５２⼿ 
 
  ・名取       ・・・ 即興演奏 
 
  ・師範 
 

⑦曲打ち・・・技術＋表現⼒＋構成⼒（序、 破、 急、 ＋パフォーマンス） 
 

⑧即興演奏・・・瞬時に曲相を捉え、技とリズムで個性豊かに共演する。 
 

⑨太⿎諸団体との交流、海外演奏、 
 
  ⑩ボランテア活動への参加 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 写真９ 上海万博出演後、杭州太⿎団体との交流  写真１０ 愛知国際病院⽼⼈ホーム 

（前列左端）                   「まきば」慰問演奏会 
（左端より２番⽬） 



Ｐ1１ 

１１．和太⿎団体と和太⿎演奏会 
①伝統芸能としての太⿎団体（保存会系、村おこし系） 

 
・御陣乗太⿎（⽯川 上杉勢が攻めてきた時に奇異な恰好と太⿎で追い払った）  
・助六太⿎（東京）    ・御諏訪太⿎（⻑野）   
・のさか太⿎（千葉）   ・⿓桜流やぐら太⿎（愛知） 

 
②新しい⾳楽のジャンルとしてのプロ集団、プロプレーヤー 

 
 ・⽥楽座（⻑野  ⺠族⺠舞系）           ・志多ら（愛知） 
 ・⻤太⿎座（オンデコザ 佐渡 創作和太⿎）     ・⿎童（佐渡） 
 ・TAO（⼤分、アクション化、ショウ化、ライブ化） ・和太⿎「光」（愛知） 
  

・林英哲   ・御⽊裕樹   ・服部博之 
 

③今年の演奏会 
     
 ・⽇本⼀決定戦⻄⽇本⼤会（￥1000） 
    ９⽉４⽇（⽇） １３：３０〜 
    豊⽥市⺠⽂化会館⼤ホール 
    ⻤太⿎座×⿓桜流やぐら太⿎も共演 
    
 ・⿎童ワン・アースツアー2011（￥4500） 

   ９⽉１５⽇（⽊） １８：３０〜   
    岐⾩市⺠会館⼤ホール 
 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
写真 11  ⿎童の演奏⾵景（その１） 

               
 

 ・全⽇本太⿎祭り＝⽇本⼀決定戦 (無料) 
１２⽉１８⽇（⽇）   

    埼⽟県熊⾕市「彩の国くまがやドーム」   



Ｐ１2 
④太⿎ BS 放送   

BS１１  毎⽇曜⽇（１７：３０〜）   
    和太⿎情報番組「太⿎ちゃんねる」 
       
 ⑤インターネット 

プロ集団名、プロ名、を検索すれば、それらの太⿎演奏のサンプル画像 
を観賞することができる。 

 

１２．近代和太⿎観賞のポイント、⾯⽩み 
①感じる楽しみ 

実演を出来るだけ近くで観賞することにより太⿎の振動、⾳響、抑揚感、 
スピード感、を肌⾝で感じる事が出来る。 

 
 ②聴く楽しみ・・・ソロ演奏、オーケストラ形式の組太⿎、他の楽器との共演。 
 ③⾒る楽しみ・・・パフォーマンス、アクション、個性溢れる⾐装、道具⽴て。 

④感動する楽しみ・・・太⿎演奏者と⼀体となって幻想の世界へ引き込まれる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         写真 12 ⿎童の演奏⾵景（その２） 

 
 

                             以上 


